
国語科　第１学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「話の構成を工夫しよう　好きなことをスピーチで紹介する」　
	目的や場面に応じた話の構成と話し方の工夫について理解することができる。
	　（　３　/　４　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　本時のねらいを知る。

	○１人１台端末等の撮影機能を使用して録画させる。発表・撮影する順番について，黒板に示しておく。
	
	　

	展
開
	２　四人グループでスピーチの動画を撮影し合う。
３　動画を見合い，良かった点，改善点について，お互いに伝え合う。
４　改善点を色ペンでスピーチメモに書き込む。
５　修正したスピーチメモを基に，スピーチ練習を行う。
６　再度，グループでスピーチの動画を撮影し合う。
	○振り返りの視点として，「話の構成」「声の大きさ」「速さ」「間の取り方」を示す。
	【態】聞き手にとって分かりやすいスピーチにするために，話の構成や話し方を考え，改善しようと粘り強く練習している。[観察]
[bookmark: _GoBack]【知】伝えたいことが明確に伝わる話の構成と話し方の工夫について理解している。[ノート・観察]
	②１人１台端末等の撮影機能を使用して，スピーチ練習の様子を録画し，改善点について伝え合わせる。

	ま
と
め
	７　動画を見て，自分のスピーチで良かった点，改善点について考える。
８　スピーチをする際に，どのような点を工夫すればよいか，学習を振り返ってノートに書く。
	○振り返りの内容を次時に生かす。
	
	



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

